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JTIjjl=Z 環焼を考える① 【指定袋が半透明怠のはなぜ?】

それは、正しくご‘みの分別をしていただくためです。
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ペッ トボトルやトレイ (発泡スチロール)、缶 ・ビン類などの資源ごみは、リサイクルすることで原材料と

なり、ごみから資源へと生まれ変わります。リサイクルで大切なのが正しい分別。今も見受けられる黒いごみ

袋には、分別できていないものが多く、資源ごみがただのごみになっています。中身がわかる指定袋を使うこ

とによって、このようなルール違反をなくし、より多くの資源ごみをリサイクルすることができるのです。

ごみのリサイクルは、あなたの分別から始まります。正しい分別を心掛け、指定袋を使って出しましょう。

今月号 のみどころ 今月の納税は 市民の動き

0 12月定例市議会 .. .・ H ・ ... ..・ H ・ ..… P 2~ 3 平成10年12月31日現在

0地域振興券を取り扱う
固定資産税

人口 39，428人 ( -11) 

特定事業者を募集 ....・H ・.....・H ・.p3 
男 18，814人 (+ 1) 

0税の申告は正しく早めに...・H ・H ・H ・..p4 4期 女 20，614人 ( -12) 
o貸し渋り対策/中小企業の皆さんへ P5 

o新しい民生児童委員及び 世帯数 14，275世帯 (+ 4) 

主任児童委員が決まりました… …P6 納期は 3月1日です 面 積 240.99平方キロメートル



水防活動・河川情報発信の拠点

大洲市防災センター建設に向Itτ

2月号広報おおず '99

12月定例市議会

十
二
月
定
例
市
議
会
は
、

十
二
月
九

日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の
十
三
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
議
会
で

は
、
補
正
予
算
関
係
十
一
件
、

条
例
関

係
四
件
、
人
事
案
件
一
件
、

議
員
提
出

案
件
二
件
、
そ
の
他
四
件
の
計
二
十
二

件
、が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
理
由
の
説
明

先
の
台
風
十
号
に
お
い
て
被
害
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
災

害
の
際
、
深
夜
・
早
朝
を
い
と
わ
ず
、

水
防
、
警
戒
、
復
旧
な
ど
身
を
挺
し

て
こ
れ
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
消
防
団
、
関
係
機
関
の
皆
さ
ん
に
、

衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

市
で
は
、
本
災
害
に
対
し
て
警
戒
と

情
報
収
集
に
万
全
を
期
す
る
と
と
も

に
、
被
災
者
へ
の
生
活
支
援
や
道
路

等
の
復
旧
を
図
る
た
め
に
、
緊
急
な

も
の
を
専
決
予
算
等
に
よ
り
措
置
し
、

対
応
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
よ
う
な
災
害
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
は
、
防
災
・
安
全
対
策
等

の
整
備
水
準
を
上
げ
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
り
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

積
極
的
に
治
水

・
浸
水
対
策
を
推
進

し
、
よ
り
安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

治
水
に
対
す
る
最
大
の
懸
案
事
項

で
あ
り
ま
し
た
「
国
直
轄
河
川
激
甚

対
策
特
別
事
業
」
は
、
平
成
十
一
年

度
を
も
っ
て
完
成
の
見
通
し
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
東
大
洲
を

中
心
と
し
た
周
辺
地
区
並
び
に
肱
川

下
流
部
の
治
水
安
全
度
の
向
上
が
図

ら
れ
、
浸
水
防
止
に
威
力
を
発
揮
す

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

内
水
被
害
が
多
発
し
て
い
る
肱
川
地

区
に
つ
い
て
も
、
八
尾
・
中
島
雨
水

ポ
ン
プ
場
が
本
年
度
完
成
し
ま
す
の

で
、
家
屋
の
浸
水
被
害
は
大
幅
に
軽

減
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
も
、
流
域
治
水
対
策
の
た
め
、

引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
、
わ
が
国
で
は
経
済
再
生

一
色
に
染
ま
っ
た

一
年
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
経
済
の
建
て
直

し
を
最
重
要
課
題
と
す
る
小
測
内
閣

は
、
平
成
十
二
年
度
ま
で
に
経
済
再

生
を
図
る
と
い
う
道
筋
を
示
さ
れ
ま

し
た
が
、
景
気
浮
揚
の
手
掛
か
り
は

未
だ
つ
か
め
て
お
り
ま
せ
ん
。
一方、

地
方
財
政
に
お
い
て
も
、
不
況
の
直

撃
に
よ
る
税
収
不
足
か
ら
財
政
危
機

を
宣
言
す
る
都
市
が
続
出
す
る
な
ど
、

財
政
事
情
は
窮
迫
し
て
い
ま
す
。

戦
後
最
悪
と
さ
れ
る
平
成
不
況
か

ら
の
脱
出
は
、
政
府
の
「
総
合
経
済

対
策
」
に
か
か
っ
て
お
り
、
迅
速
で

着
実
な
執
行
に
よ
り
、

一
日
も
早
い

経
済
の
建
て
直
し
が
図
ら
れ
ま
す
こ

と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額

一
般
会
計

十
二
億
千
六
百
九
十
五

万
七
千
円

特
別
会
計

二
千
三
百
七
十
七
万
四

千
円

企
業
会
計

六
千
四
百
八
十
一
万
四

千
円

合

計

十

三
億
五
百
五
十
四
万

五
千
円

今
回
の
補
正
で
、
予
算
総
額
は
、

2 

三
百
二
十
億
七
千
八
百
九
十
八
万
七

千
円
、
昨
年
同
期
と
比
較
す
る
と
四

・

八
%
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

時受

A
一品

計

今
回
の
補
正
で
、

一
般
会
計
の
予

算
額
は
百
七
十
五
億
三
千
七
百
八
十

四
万
三
千
円
と
な
り
、
昨
年
同
期
と

比
較
す
る
と
九
億
六
千
三
百
三
十
万

円
(
五
・
八
%
)
増
加
し
ま
し
た
。

【
総
務
費
】

V
退
職
手
当
追
加
と
し

て
二
億
七
百
二
十
七
万
九
千
円
V
大

洲
十
三
区
有
線
放
送
拡
張
事
業
補
助

金
と
し
て
三
万
五
千
円

【
民
生
費
】
ホ
1
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

事
業
委
託
料
追
加
と
し
て
四
百
七
十

五
万
八
千
円
V
大
洲
喜
多
特
別
養
護

老
人
ホ
l
ム
事
務
組
合
負
担
金
追
加

と
し
て
九
百
五
十
四
万
千
円
V
介
護

保
険
シ
ス
テ
ム
開
発
費
に
千
七
百
万
円

V
身
体
障
害
者
住
宅
整
備
事
業
補
助

金
追
加
と
し
て
百
二
十

一
万
円
V
精

神
薄
弱
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
備
品
購
入

費
に
二
百
七
十
万
円
V
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
整
備
関
連
経
費
に
千
三
百

十
二
万
千
円
V
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
追
加
と
し
て
千
九
百
五
十
万
円

【
衛
生
費
】

V
不
法
投
棄
等
啓
発
用

看
板
購
入
費
に
二
十

一
万
七
千
円
V

生
ご
み
処
理
容
器
設
置
事
業
補
助
金

追
加
と
し
て
六
十

一
万
円
V
市
道
浮

舟
線
拡
張
事
業
費
(
斎
場
建
設
関
連

地
域
環
境
整
備
事
業
)
に
六
百
五
十

九
万
七
千
円

【
農
林
水
産
業
費
】

V
生
産
調
整
推

進
対
策
協
議
会
補
助
金
と
し
て
八
十
七



2月号広報ああず '99

万
二
千
円
V
転
作
営
農
条
件
整
備
事

業
費
補
助
金
と
し
て
三
百
万
円
V
間

伐
促
進
強
化
対
策
事
業
費
補
助
金
追

加
と
し
て
六
百
九
十
八
万
四
千
円
V

し
い
た
け
生
産
基
盤
整
備
対
策
事
業

費
補
助
金
に
百
八
十
七
万
六
千
円
V

作
業
道
開
設
事
業
費
に
六
十
万
円

【
土
木
費
】

V
米
津
地
区
市
道
等
嵩

上
事
業
費
追
加
と
し
て
八
千
七
百
八

十
万
円
V
道
路
関
係
等
県
工
事
負
担

金
追
加
と
し
て
一
億
二
千
六
百
四
十

五
万
七
千
円
V
市
道
寺
前
堤
防
線
道

路
改
良
事
業
に
伴
う
建
物
移
転
経
費

に
二
千
四
百
四
十
一
万
七
千
円
V
公

営
住
宅
建
設
事
業
費
に
三
億
四
千
九

百
五
万
七
千
円

【
消
防
費
】
消
防
施
設
整
備
事
業
費

と
し
て
二
百
六
十
四
万
七
千
円
V
市

防
災
セ
ン
タ
ー
実
施
設
計
業
務
費
に

四
百
七
十
二
万
五
千
円
V
大
洲
地
区

広
域
消
防
事
務
組
合
負
担
金
追
加
と

し
て
七
百
七
十
一
万
円

【
教
育
費
】

V
小
学
校
施
設
改
修
工

事
費
追
加
と
し
て
百
万
八
千
円

条

関

係

例

V
大
洲
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
支

給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
V

大
洲
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例
V
投
票
管
理
者
等
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
V
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
に
関
す
る
条
例

人

事

案

件

V
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

森
永
節
委
員
が
任
期
満
了
と
な
る

の
で
、
後
任
委
員
の
任
命
に
つ
き
議

会
の
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。

住

所

大

洲

市

新
谷
町甲一

二
番
地

氏

名

森

永

節

生
年
月
日
昭
和
十
六
年
十
月
二
十
日

議

員

提

出

案

件

V
道
路
関
係
予
算
の
確
保
及
び
道
路

特
定
財
源
制
度
の
堅
持
等
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

市
民
生
活
に
お
い
て
道
路
の
果
た

す
役
割
と
必
要
性
を
勘
案
し
、

道
路

関
係
予
算
の
確
保
及
び
道
路
特
定
財

源
制
度
の
堅
持
等
に
関
し
て
、
関
係

行
政
機
関
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
も

の
で
す
。

V
二
十
一
世
紀
に
向
け
、
食
料
自
給

率
引
き
上
げ
と
食
料
の
安
全
を
確
保

す
る
政
策
実
現
の
た
め
の
意
見
書
提

出
に
つ
い
て

日
本
の
農
業
を
守
り
食
糧
自
給
率

の
引
き
上
げ
を
図
る
と
と
も
に
、
食

料
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
関

係
行
政
機
関
へ
意
見
書
を
提
出
す
る

も
の
で
す
。

そ

の

他

V
平
成
九
年
度
大
洲
市
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
V
市
道
の
路
線

廃
止
に
つ
い
て
V
大
洲
喜
多
特
別
養

護
老
人
ホ
l
ム
事
務
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て
V
専
決
処
分
し
た
事
件

の
報
告
並
び
に
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

第
百
四
十
回
臨
時
国
会
に
お
い
て
、
「
地
域
振
興
券
交
付

事
業
」
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
地
域
振
興

券
(
商
品
券
)
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
い
親
の
層

の
子
育
て
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
老
齢
福
祉
年
金
な
ど

の
受
給
者
や
所
得
が
低
い
高
齢
者
層
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
し
て
、
個
人
消
費
を
喚
起
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、

地
域
振
興
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

地域振興券を

特定

事業者を募集

取り

こ
の
決
定
を
受
け
、
大
洲
市
で
は
、

「十
五
歳
以
下
の
子
ど
も
を
も
っ
世

帯
主
」

な
ど
を
対
象
に
、
地
域
振
興

券
(
市
内
の
商
庖
な
ど
で
使
用
で
き

る
商
品
券
)
を
交
付
す
る
「
地
域
振

興
券
交
付
事
業
』
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
地
域
振
興
券
を
取

り
扱
う
「
特
定
事
業
者
」
を
募
集
し

ま
す
。
こ
の
「
特
定
事
業
者
」
と
な

る
た
め
に
は
、
登
録
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
次
の
要
領
に
よ
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

{
登
録
資
格
}

大
洲
市
に
お
い

て、

小
売
業
、

飲
食
業
、
洗
濯
、
理
容
、
旅
館
、

医
療
な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
業
及

び
運
輸
通
信
業

(旅
行
業
を
含
む
)

を
営
む
事
業
者
。

{
申
込
方
法
}

所
定
の
申
込
書
に
よ
り
、
必
要

事
項
(
業
種
、
会
社
名
、
代
表
者

名
、
庖
舗
の
所
在
地
、
振
込
を
希

望
す
る
預
金
口
座
な
ど
)
を
記
入

の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【申
込
期
間
}

平
成
十
一
年
二
月
十
五
日
か
ら

平
成
十
一
年
三
月
十
五
日
ま
で

※
注
意こ

の
期
間
以
降
に
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
、
特
定
事
業
者
と

し
て
登
録
さ
れ
ま
す
が
、
地
域
振

興
券
と
い

っ
し
ょ
に
配
布
す
る
特

定
事
業
者

一
覧
表
に
は
掲
載
さ
れ

ま
せ
ん
。

{
申
込
書
・

申
し
込
み
先
}

O
大
洲
商
工
会
議
所
に
備
え
付
け
の

申
込
書
を
使
っ
て
、
商
工
会
議
所

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
大
洲
商
工
会
議
所
会
員

と
な
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
業
者

の
方
は
、
市
役
所
商
工
観
光
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

{
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
商
工
会
議
所
宮
@

4
1
1
1

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

宮

@
2
1
1
1
(内
線
2
2
3
)

l
d
γ
j
¥
 

初
吋
〉
耳

'

)」

h

~

次
号
で
は
、
地
域
振
興

券
の
交
付
方
法
や
そ
の
時

期
、
使
い
方
な
ど
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

3 
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税
の
申
告
は
二
月
十
六
日
l
三
月
十
五
日

正

し

く

早

2月号

所
得
税
の
確
定
申
告

平
成
十
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
の
受
付
が
二
月
十
六
日
か
ら
税
務

署
で
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
三

月
十
五
日
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な

る
と
税
務
署
は
混
雑
し
、
落
ち
着
い

て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
時
間

お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
は
で
き
る
だ
け
早
め
に

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

【
所
得
税
の
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
】

V
商
売
を
し
て
い
る
人
、
土
地
や
建

物
を
売
っ
た
人
、
不
動
産
収
入
の
あ

る
人
な
ど
で
、
平
成
十
年
中
の
所
得

の
合
計
が
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控

除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の

合
計
額
を
超
え
る
人
。

V
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
収
入
が

二
千
万
円
を
超
え
る
人
、

二
カ
所
以

上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
人
、

給
与
以
外
の
所
得
が
二
十
万
円
を
超

え
る
人
。

ま
た
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の

な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
雑
損
控
除

や
医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
等
特
別

控
除
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、

確
定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

{申
告
に
必
要
な
も
の
}

①
申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
る
人
は

必
ず
そ
の
「
申
告
書
」

②
印
鑑

③
所
得
金
額
の
計
算
が
で
き
る
帳
簿

記
録
な
ど

④
給
与
な
ど
の
あ
る
人
は
「
源
泉
徴

収
票」

⑤
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は

「支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
、
保
険

な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
明

細
書
」

⑥
社
会
保
険
料
控
除
の
あ
る
人
は
、

「
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
な

ど
の
支
払
明
細
書
」

⑦
生
命
保
険
料
控
除
、
損
害
保
険
料

控
除
の
あ
る
人
は
「
支
払
保
険
料

の
証
明
書
」

③
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受
け
る

人
は
「
住
民
票
、
家
屋
の
登
記
簿

謄
本
、
売
買
契
約
書
、
住
宅
取
得

資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残
高

証
明
書
」
な
ど

⑨
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は
「
被
害

を
受
け
た
住
宅
・
家
財
の
明
細
書
」

女
平
成
十
年
分
所
得
税
に
つ
い
て

特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す

平
成
十
年
分
所
得
税
の
納
税
者
に

対
し
て
、
定
額
(
表
I
)
に
よ
り
納

め
Iこ
F 

付
す
べ
き
所
得
税
額
か
ら
控
除
(
還

付
)
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
確
定
申
告

を
す
る
必
要
の
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
人
は
、
年
末
調
整
で
特
別
減
税
を

含
め
た
と
こ
ろ
で
、
税
金
が
精
算
さ

れ
ま
す
。

所得税の特別減税額

控除区分 特別減税額

本 人 38.000円

控除対象配偶者 19.000円

扶養親族(1人につき) 19.000円

(注)納付すべき所得税額が限度

表 1. 
実
確
定
申
告
書
は
郵
送
に
よ
る
提
出

も
で
き
ま
す

所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状
況

を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
納
税
者
が

自
ら
税
法
に
従
っ
て
所
得
と
税
額
を

正
し
く
計
算
し
、
納
税
す
る
と
い
う

申
告
納
税
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

申
告
書
用
紙
や
分
か
り
ゃ
す
い
申

告
書
の
書
き
方
な
ど
は
、
税
務
署
と

市
役
所
税
務
課
の
窓
口
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
税
務
署
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
宮
@
3
1
1
5

市
県
民
税
の
申
告

二
月
十
六
日
か
ら
市
役
所
で
市
県

民
税
の
申
告
書
の
受
付
が
始
ま
り
ま

す
。
市
県
民
税
の
申
告
は
平
成
十

一

年
一
月
一
日
現
在
大
洲
市
に
住
所
の

あ
る
人
で
、
申
告
義
務
の
あ
る
人
が

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
必
ず
三
月
十

五
日
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
告
義
務
の
あ
る
人
}

平
成
十
年
中
に
、
給
与
以
外
に
営

業
・
農
業
・
不
動
産
・
配
当
な
ど
の

所
得
が
あ
っ
た
人

【
申
告
の
必
要
が
な
い
人
}

①
所
得
が
給
与
所
得
だ
け
で
ほ
か
に

所
得
が
な
く
、
事
業
所
か
ら
給
与

支
払
報
告
書
が
市
役
所
に
提
出
さ

れ
て
い
る
人

②
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署

へ
提
出
す
る
人

{
申
告
に
必
要
な
も
の
】

所
得
税
の
確
定
申
告
に
必
要
な
も

の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

{
申
告
相
談
}

市
で
は
、
左
記
の
日
程
で
市
県
民

税
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
市
役

所
税
務
課
と
各
連
絡
所
を
会
場
に
実

施
し
ま
す
の
で
、
申
告
に
つ
い
て
わ

か
ら
な
い
こ
と
や
、
ご
相
談
の
あ
る

人
は
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
(
匂

2
1
1
1
(
内
線

1
2
8
)

山
市
一
同

口
H
H

士汀
l

生
口
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申
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で

さ

ま
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ロ
μ
ノ
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用
~
利

口
u
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」
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す

課

ま

務

い

税

て
所
つ

役
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市
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地区 期間 受付時間 場 所

大 ;j'I'1 2月 16日~22日 9時~16時30分 市役所

八多喜 2月23日制 11 連絡所

よ須戒 2月24日(泌 // 連 絡所

幸庁 谷 2月25日(木) // 連 絡所

大 (大)11) 2月26日働 // 連絡所

)11 (蔵)11) 2月26日働 // 基セ幹ン集タ落

平 里子 3月1日伺) // 連絡所

南久米 3月2日制 // 連絡所

戸田古 田 3月3日ω // 連絡所

相1 沢 3月4日同 // 連絡所

善 3月5日働 // 連絡所

申告相談日程表平成11年度市県民税

4 

平日は午前9時~午後4時30分

〔土曜・日曜 ・祝日は閉庁します〕



受け付けは市民交通傷

告j3

2月号

平
成
十
一
年
度
の
市
民
交
通
傷
害

保
険
の
受
け
付
け
が
、
三
月
一
日
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
区
長
さ
ん
を
通
じ

て
各
世
帯
に
申
込
書
(
住
所
・
氏
名

を
記
入
済
み
の
も
の
)
を
配
布
し
ま

す
。
万

一
の
事
故
に
備
え
て
、
家
族

み
ん
な
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
を
希
望
す
る
人
は
、
区
長
さ

ん
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
地
区
入
り
さ
れ
て
い
な
い
人

で
、
肱
南
・
久
米
・
肱
北
・
喜
多

・

広報おおず '99

平
地
区
に
お
住
ま
い
の
人
は
、
市
役

所
総
務
財
政
課
交
通
安
全
係
ま
で
、

各
連
絡
所
管
内
に
お
住
ま
い
の
人
は
、

最
寄
り
の
連
絡
所
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

{
加
入
資
格
}

当
市
に
住
ん
で
い
る
人
及
び
当
市

内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
。
た

だ
し
、
加
入
は
一
人
二
口
ま
で
に
限

り
ま
す
。

{
保
険
料
}

平
成
十

一
年
度
の
保
険
料
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

一
口
四
八

O
円
(
中
途
申
し
込

み
は
、
月
額
四

O
円
)

九
六
O
円
(
中
途
申
し
込

み
は
、
月
額
八

O
円
)

二
口

【
期
間
}

平
成
十

一
年
四
月
一
日
か
ら
一
年

間{
支
払
わ
れ
る
保
険
金
}

日
本
国
内
に
お
い
て
自
動
車
、
オ
ー

ト
バ
イ
、
自
転
車
、
列
車
な
ど
に
乗
っ

て
、
追
突
、
つ
い
落
、
て
ん
覆
し
た

り
し
た
事
故
や
、
歩
い
て
い
て
こ
れ

ら
の
車
両
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か

れ
た
り
し
た
事
故
に
対
し
て
支
払
わ

れ
ま
す
。

金
額
は
治
療
期
間
に
よ
り
異
な
り

ま
す
が
、
一
口
に
付
き
、
五
千
円

(
治
療
期
聞
が

一
逓
間
未
満
)
か
ら

百
万
円
ま
で
で
す
。

{
万
が
一
、
事
故
に
あ
っ
た
時
は
】

自
損
事
故
に
よ
る
け
が
で
も
、
軽

い
け
が
で
も
必
ず
警
察
へ
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
怠
る
と

保
険
金
が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

保
険
金
の
請
求
を
/

市
民
交
通
傷
害
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
て
、
交
通
事
故
で
負
傷
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
金
請
求
を

忘
れ
て
い
た
人
は
、
で
き
る
だ
け
早

く
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
総
務
財
政
課
交
通
安

全
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
3
2
3
)

市民交通傷害保険加入状況及び保険金支払状況

年 度 保険料(円)加入者数(人) 加入率(%) 支払保険金(円) 支払率(%)

平成8年度 480 1 5，841 40.7 4，010，000 47.9 

平成9年度 480 1 5，645 40.0 4，235，000 50.9 

平成10年度 360 1 5，876 40.3 5，275，000 80.8 

※保険料は過去 3カ年の加入者の通算払込保険料と事故による支払保険金との損害

率で変動します。 (H10.11.30現在)

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
を
大
切
に

国
民
年
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
老
齢

年
金
は
「
雑
所
得
」
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
て
い
ま
す
。

年
金
を
支
払

っ
て
い
る
社
会
保
険

庁
で
は
、
受
給
者
全
員
に
対
し
て
、

そ
の
年
に
支
払

っ
た
年
金
の
総
額

(
支
払
日
で
い
う
と
、
そ
の
年
の

二

月
定
期
支
払
分
か
ら
翌
年
の

一
月
随

時
支
払
分
ま
で
)
、
源
泉
徴
収
税
額

及
び
控
除
の
内
容
な
ど
を
記
載
し
た

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を

翌
年
の
一
月
三
十

一
日
ま
で
に
送
付

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

源
泉
徴
収
さ
れ
る
人
(
年
金
か
ら

税
金
を
差
し
引
か
れ
て
い
る
人
)
は
、

原
則
と
し
て
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、

二
つ
以
上
の
年
金
の
支

払
者
に
対
し
て
扶
養
親
族
等
申
告
書

を
提
出
し
て
い
る
人
や
、
年
金
以
外

に
給
与
等
の
所
得
が
あ
る
人
な
ど
は
、

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。ま

た
、
確
定
申
告
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
源
泉
徴
収

に
お
い
て
は
、
控
除
(
医
療
費
控
除
、

生
命
保
険
料
控
除
な
ど
)
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
納
め

過
ぎ
に
な

っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

税
額
の
還
付
を
受
け
る
た
め
確
定
申

告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
を
さ
れ
る
人
は
、
「
公
的

年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を
な
く
さ

な
い
よ
う
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で
。

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
1
1
)

貸
し
渋
り
対
策
HH

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
ヘ

国
で
は
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
な
お
、
本
制
度
の
適
用
を
受
け

あ
る
中
小
企
業
に
対
す
る
円
滑
な
る
た
め
に
は
、
市
長
に
よ
る
事
業

資
金
供
給
の
確
保
の
た
め
、
中
小
者
認
定
書
を
添
え
て
金
融
機
関
に

企
業
等
貸
し
渋
り
対
策
大
綱
に
基
申
し
込
み
を
す
る
こ
と
と
な

っ
て

づ
き
「
中
小
企
業
金
融
安
定
化
特
い
ま
す
。
(
融
資
は
金
融
機
関
及
び

別
保
証
制
度
」
を
平
成
十
年
十
月
保
証
協
会
の
審
査
に
よ
り
決
定
さ

一
日
に
施
行
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ

ま

す

)

の
制
度
は
、
い
わ
ゆ
る
貸
し
渋
り
事
業
者
認
定
書
の
交
付
は
、
市

を
受
け
て
資
金
調
達
に
支
障
を
き
役
所
商
工
観
光
課
で
行

っ
て
い
ま

た
し
て
い
る
中
小
企
業
に
対
し
て
、
す
の
で
、
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く

保
証
協
会
の
枠
を
拡
大
し
、
保
証
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

要
件
の
緩
和
や
保
証
料
率
の
引
き
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

下
げ
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

宮
@
2
1
1
1
(
内
線
2
2
3
)

5 



2月号広報おおず '99

v、
今

こ
の
日
委
嘱
を
受
け
た
委
員
は
民

生
児
童
委
員
八
十
四
人
、
主
任
児
童

委
員
八
人
。
任
期
は
三
年
間
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
担
当
地
域
で
地
域
福
祉
の

増
進
に
努
め
、
市
民
生
活
の
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
委
嘱
に
伴
い
、
大

洲
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
役
員

は
、
次
の
と
お
り
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

会

長

二

宮

崇

(

喜

多

)

副

会

長

矢

野

恒

雄

(

三
善
)

副
会
長
兼

栗
田
初
子
(
大
川
)

女
性
部
長

こ
の
日
は
、
今
回
退
任
し
た
二
十

九
人
の
委
員
に
、
大
洲
市
長
感
謝
状

並
び
に
愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
・
愛
媛
県
民
生
児
童
委
員
協
議
会

会
長
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
う
ち
在
任
期
聞
が
六
年

以
上
の
人
に
は
、
厚
生
大
臣
感
謝
状

が
あ
わ
せ
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
委
嘱
さ
れ
た
委
員
は
、
一
覧

表
の
と
お
り
。
退
任
者
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

中
川
義
博
、
村
上
守
、
井
上
恵
子
、

津
田
和
美

(
肱
南
)
、
池
田
寄
雄
、

上
田
重
幸
(
久
米
)
、
二
宮
貞
子

(肱
北
)
、
大
野
洋
子

・
藤
川
卓
見
、

白
石
正
行
(
喜
多
)
、
中
罵
シ
マ
コ

(
平
)
、
東
文
道
、
菊
地
安
儀
、
梶
原

隆
(
平
野
)
、
菊
地
久
(
南
久
米
)

藤
方
進
、
矢
野
末
光
、

富
永
君
子

(
菅
田
)
、

山
首
民
恵
(
大
川
)
、
森

本
幸
衛
(
柳
沢
)
、
池
田
庄
三
朗、

森
本
袋
、
坂
田
英
子
、
河
野
宏
道
、

安
川
喜
太
郎
(
新
谷
)
、
村
上
弘
子
、

上
岡
寄
美
賀
(
春
賀
)
、
小
西
龍
次
、

久
保
ヤ
ヲ
エ
(
上
須
戒
)

6 

大 洲市民生児童委員及び主任児童委員一覧表
住所 氏 名 電 話 住所 氏 名 電話 住所 氏 名 電話

大洲 松本 益雄 24-2406 市木 水本久美子 25-5305 相P藤縄 穂積 幸雄 25-5294 
今 叶 久子 23-3142 イシ 中野 茂纏 25-3010 沢 田 処 森岡 1孟 25-5007 

肱
西大洲 山田 幸一 24-3967 東大洲 大塚 年男 25-5829 新谷 野寄志げ子 25-0681 

大洲 桝田 恭子 24-4094 平 徳森 堀 内 栗 子 25-3623 
新

新谷町 木村 時員 25-1985 
イシ 西尾 英樹 24-2656 /_， 佐々木由子 25-0367 新谷 作田 教郎 25-3502 

柚木 河野 裏一 24-2606 イシ 蓋越 芳明 25-5610 /_， 村上 正枝 25-4138 
南

ペ? 白石 成子 24-6246 今 野田尾勝利 25-5781 新谷町 堀川 治 25-0607 

西大洲 岩野 安行 24-5220 平地 奥 田 利 徳 24-4349 
'ノ口助、一

新 谷 西山イツ子 25-0991 

西大洲 西尾 和子 24-4166 
平 今 浅野十代明 23-3910 喜多山 佐 伯 弘 子 25-0463 

久 イ〉 梶谷 繁一 24-2619 
ク 谷口ウメコ 24-6810 新谷 亀山 幸一 25-0071 

阿蔵 菊地 厚生 24-4623 野 田 井上 豊 24-5796 東宇山 村上 和子 26-1431 
山田 清 一 多国 矢野恒雄

米 ィシ 向居 利雄 24-4587 野 ，シ 23-3659 26-1540 
イシ 武内 珠子 24-5943 善 東宇山 宇都宮美枝子 26-0094 

高山 白石哲也 24-6261 
松尾 出合 敏 八多喜 泉美佐子

中村 丹羽ノブヱ 24-6379 南
24-6737 26-1527 

イシ 幸野盈芳 24-7665 人 イン 和田登代子 26-0505 
肱 // 北林俊宣 24-3058 久米 稲積 井 上 和 子 24-7209 fて~ 後藤松雄 26-1855 2シ

/_， 友 松豊子 24-6404 
長谷 漬田美和子 米津 都築 賢24-7441 」±E三ヨL 26-0689 

ク 野津千代乃 24-5516 
菅田 辻 徳子 25-5081 手成 山中愛子 26-0483 

jヒ // 上野和文 24-5075 
高田英典 25-3827 上須戒 河遺宗義 26-1287 ペ? 上

常磐町 東原弘泰 24-3285 1田古
ク 矢野喜代子 25-5968 須 /_， 上回瀧子 26-1085 

若宮 演田 耕造 23-2661 か 中岡 深 25-5420 戒 /_， 白石 柴勇 26-1004 
ク 大野 照子 23-5476 ペ? 安藤 光郎 25-3255 キ自 木 隅田 静子 24-5659 
ク 白居十郎 24-3318 字津 西岡 秀幸 27-0297 東大洲 片山可代子 23-4733 
/_， 芝 エツ子 24-5380 田

/_， 西村 芳子 27-0229 王 平 地 中野 麗子 24-6575 
喜

/_， 玉川 頼男 24-3388 大竹 中野 善高 24-5856 任 稲積 新)11 欣子 24-7183 
東大洲 上野 絹子 23-5451 森山 武田 書子 27-0129 9[1， 声回と 田 谷本 幸美 25-5103 
五郎 石村 英子 23-4772 大 ク 石河 美明 27-0024 童 フアF木に 山 石本 重利 27 -0122 

グヅ
/_， 野中 葺 25-5787 成 l目hBE，R 栗田 初子 27-0501 委 藤縄 井上 文恵 25-0976 

田 口 新 武賓 24-5409 
)11 蔵 川 大下温子 27-0613 員 新谷 呂ブE 紀子 25-4129 

// 神田 靖子 24-5744 イ? 久保野克美 27-0912 春賀 窪田 哲子 26-1355 
ク 一宮 方足ユて 24-7655 相P柳沢 山崎美和子 25-5241 八多喜 大本イヨ子 26-0601 
今 松田 吉勝 24-2653 沢 /_， 松岡久美雄 25-4082 上須戒 丸本真由美 26-0782 
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人
権
と
同
和
教
育

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

初
& 

健2
脚淵

を路
競定

中学校男子の部 中学校女子の部 一般男子の部

大洲南中学校A 平野中学校 平野体育協会A

1時間53分03秒 1時間30分47秒 1時間17分59秒

大洲北中学校A 大洲北中学校A 徳 森
2 

1時間55分54秒 1時間31分13秒 1時間20分11秒

大洲東中学校 大洲東中学校 大洲市役所陸上部
3 

2時間00分15秒 1時間32分22秒 1時間25分20秒

つ

高
齢
者
と
同
和
問
題

せ

ん

じ

つ

ま

ち

す

っ
い
先
日
の
こ
と
、
あ
る
町
に
住

ひ

と

つ

ぎ

は

な

し

き

む
人
か
ら
次
の
よ
う
な
話
を
聞
き
ま

し
た
。

わ

か

だ

ん

じ

ょ

た

が

あ
い
そ
切
町
の
培
、
恥
田
J
Z
4
お
互
い
に

愛
し
合
っ
て
満
婚
を
快
滑
川
ぶ
礼
乍
。

と
こ
ろ
が
、
一
方
の
両
親
が
偏
見
に

p

a

#
人

仇

リ

と
ら
わ
れ
て
い
て
、
二
人
の
結
婚
に

さ
ん
せ
し

な
か
な
か
賛
減
し
見
っ
と
し
ま
せ
ん
。

そ
の
と
き
、
わ
桐
じ
家
に
住
む
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
「
私
は
、
二
人
の
結
捕
に

賛
成
す
る

γ
協
は
、
く
こ
の
家
で
孫
た

ち
二
人
と
一
緒
に
暮
ら
す
か
ら
、
あ

は
ん
た
い

な
た
た
ち
は
い
こ
の
結
婚
に
反
対
な

ら
、
家
か
ら
出
て
い
き
な
さ
い
」
と

き
っ
ぱ
り
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

ま

よ

お

や

ど
う
す
る
か
迷
っ
た
親
た
ち
は
、

き

ん

じ

ょ

と

し

ょ

-J

近
所
の
お
年
寄
り
に
「
う
ち
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
、

こ
う
一
言
う
の
で
す
が
、

そ、つ

位
、
つ
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か
」
と
相

談
す
る
と
、
そ
の
お
年
寄
り
か
ら
も

「お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
言
う
仰
が
正
し

し

事

・

虫

、

ぺ

つ

い
。
今
ど
き
、
そ
ん
な
差
別
を
す
る

方
が
お
か
し
い
」
と
、
た
し
な
め
ら

れ
た
そ
う
で
す
ι

じ
ぷ
ん

両
親
は
、
息
分
た
ち
の
ま
ち
が
い

き

カ

ん

カ

あ

ら

た

に
気
づ
き
、
拷
え
を
改
め
ま
1

山
伏
い

若
い
二
人
は
周
り
の
払
々
か
ら
祝
福

さ
れ
て
、
め
で
た
く
結
ぼ
れ
た
そ
う

で
す
。

と

き

ど

き

こ

う

れ

い

し

ゃ

ぶ

ら

く

さ

べ

つ

時
々
、
「
高
齢
者
の
部
落
差
別
は

ね

つ

よ

ど

う

わ

き

ょ

う

湘
強
い
い
だ
か
ら
、
も
に
ル
同
和
教

育
が
必
要
だ
」

と
い
う
意
見
を
聞
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
し
か
に
同
和

が
く
し
ゅ
う
じ
ゅ
う
ぶ
ん

ニ
d

教
育
の
学
習
を
十
分
に
し
て
い
な
い

払
の
中
に
は
、
今
で
も
偏
見
を
持
ち

続
け
て
い
る
以
内
内
ぃ
為
古
川
々
す
。

し
か
し
、
現
在
、
吠
州
市
内
q
h
u
、

洞
和
教
育
拘
高
齢
者
教
室
が
各
地
で

E
R

ま

ま

カ

穴

水

ヨ
Lλ

開
ゆ
れ
い
多
く
の
方
が
熱
心
に
学
習

に
取
り
組
北
で
お
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

で
学
習
を
積
ま
れ
仇
坊
た
ち
は
、
んめ

し
ろ
若
い
以
た
ち
似
祉
に
同
和
問
題

に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
結
婚
問

す
す

ー
か
ん
が

ι

i

題
に
つ
い
て
も
進
ん
だ
考
え
を
持
つ

よ
わ
心
ほ

っ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。

家
庭
内
で
の
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

ひ
と
こ
と

お
ば
あ
ゆ
っ
ゃ
ん
の

一
言
が
、
子
や
孫

お

お

え

L
V

き

ょ

う

あ

た

た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

お

も

さ

き

を
思
う
と
、
先
の
話
の
お
ば
あ
ち
ゃ

あ

カ

て

ん

ほ

う

た

んい
M
Lr
目
、
つ
な
、
明
る
い
展
望
に
立
っ

た
前
向
き
の
考
え
方
の
お
年
寄
り
が

知
ら
れ
る
こ
む
ら
が
、
同
和
問
題
的
縮

決
に
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ

と

し

ね

ん

こ

く

さ

い

こ

う

れ

い

や怜
年
一
九
九
九
年
は
」
掴
際
高
齢

者
年
」
で
す
。
私
た
ち
市
民
は
、
高

ふ

く

し

じ

ん

け

ん

ま

も

し

ゃ

カ

い

補
者
の
福
祉
トけ
の
権
を
守
る
社
会
を

築
い
て
い
く
努
力
を
続
け
な
け
れ
ば

ど

う

じ

な
り
ま
せ
ん
口
そ
れ
と
同
時
に
、
高

じ

し

ん

け

ん

こ

う

端
猪
の
方
自
身
も
「
健
康
で
明
る
い

生
活
」
を
功
、
守
し

な
が
ら
、
自
他
の

た
い
せ
つ

，

人
権
を
大
切
に
す

る
た
め
の
学
習
を

続
け
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。

島

代

十
二
月
五
日
也
、
第
三
十
八
回
大

洲
市
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、
三
つ
の
部
門
に
三
十

チ
l
ム
・
三
百
三
十

一
人
が
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
二
種
類
で
、
中
学
校
男

子
は
十
区
間
・

一二
十
三
・
五
キ
ロ
を、

ま
た
中
学
校
女
子
は
九
区
間
、
一
般

男
子
は
八
区
間
で
二
十
二
・
八
キ

ロ

を
た
す
き
リ
レ
ー
し
ま
し
た
。

な
お
、
各
部
門
の
上
位
三
位
ま
で

の
成
績
は
次
の
と
お
り
。
中
学
校
男

子
の
部
の
大
洲
南
中
学
校
A
チ
l
ム

は
、
大
会
新
記
録
で
の
優
勝
で
し
た
。

I [問い合わせ・ 提出先】

E 大洲市役所総務部監理課契約係

I ft@2111 (内線38 1 ) 

密冨唖量留唱担唾!lo睡E炉唾酔-唱争睡酔唾昌司E担肴酔-唖動可酔唾E担唾酔唾酔硬酔唾酔唾E拘唾酔唱換唾E担割

[申請の時期]

平成11年 3 月 1 日 (月)~ 31 日 (水)

(市の休日 を除く執務時間中)

[申請の方法]

持参または郵送

2月号広報ああず '99

7 



8 

2月号

大
洲
市
は
、
市
制
施
行
五
+
周
年
を
迎
え
る
平
成
十
六
年

(ニ
O
O
四
)
を
目
指
し
て
、
大
洲
城
本
丸
跡
に
、
天
守
閣
と
、

現
存
す
る
台
所
・
高
欄
両
櫓
を
結
ぶ
多
聞
櫓
を
復
元
す
る
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
洲
城
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど

を
お
持
ち
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
対
し
て
の
ご
意
見
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
商
工
観
光
課
ま
ち

づ
く
り
対
策
係
宮

@
2
1
1
1
(
内
線
2
2
2
)

地

3佳

断

層

F晶司・

k 

面

図

Eヨ

守

広報ああず '99

30 

c-cノ

A-Aノ

本
丸
付
近
南
北
軸

本
丸
付
近
東
西
軸

第

は
深
度
を
増
す
に
つ
れ
高
く
な
り

安
定
化
に
向
法
、
門
μ

V
⑥
基
岩
層
御
荷
鉾
緑
色
岩
類
で

構
成
さ
れ
、
堅
さ
を
示
す
数
値
が

深
部
ほ
ど
良
好
化
傾
向
に
あ
る
。

こ
れ
ら
の
ボ
ー
リ
ン
グ
結
果
を
基

に
地
層
推
定
断
面
図
を
作
成
し
た
も

の
が
次
の
図
で
す
。
こ
の
な
か
で
、

②
上
部
砂
牒
層
の
上
部
に
有
機
質
土

な
ど
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
旧
地
山

で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
①
盛
土
層
は
、

石
垣
の
構
築
な
ど
城
郭
整
備
と
し
て

人
為
的
に
埋
め
込
み
作
業
な
ど
が
行

わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
も
の
で
す
。

こ
の
層
は
、
本
丸
の
東
西
軸
で
は
西

側
の
方
が
厚
く
、
南
北
軸
で
は
南
側

の
方
が
厚
い
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
現
存
す
る
高
欄
櫓
付

近
の
盛
土
は
、
約
六
M

川
に
も
及
ぶ

も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

大
洲
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
地
質
調

査
の
結
果
を
発
掘
調
査
、
石
垣
調
査
、

建
物
設
計
な
ど
に
反
映
し
て
い
く
予

定
で
す
。

ポ
ー
リ
ン
グ
結
果
に
よ
る

地
層
の
区
分
と
状
況

A' 

c' 

今
回
の
地
質
調
査
で
は
、
本
丸
付

近
の
六
地
点
で
ボ
ー
リ
ン
グ
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
層
は

次
の
六
層
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。

V
①
盛
土
層
瓦
片
な
ど
の
人
工
産

物
が
混
入
す
る
層
で
、
厚
さ
は
0
・

五
j

二
・
五
M

川
ほ
ど
あ
り
軟
弱

な
地
層
。
れ
を

V
②
上
部
砂
醸
層
こ
の
層
は
天
守

台
の
あ
る
本
丸
部
分
の
下
方
五

M
握

官

以
内
に
あ
り
、
本
丸
井

戸
曲
輪
に
は
出
現
し
な
い
。
シ
ル

ト
質
(
砂
と
粘
土
と
の
中
間
の
大

き
さ
の
も
の
)
砂
離
が
主
体
と
な

る
層
で
、
堅
さ
は
不
安
定
な
部
類

に
属
す
る
。

V
③
粘
性
土
層
砂
喋
分
を
二
五
%

ほ
ど
含
む
層
で
、

0
・
五
M

川
ほ

ど
の
層
厚
が
あ
る
。
若
干
不
安
定

な
層
で
あ
る
。

V
④
中
部
砂
礁
層
本
丸
井
戸
曲
輪

面
よ
り
深
い
と
こ
ろ
に
分
布
し
、

層
厚
は
一
二
M
川
か
ら
七
M

川
程
度
。
細

粒
分
を
二
三
%
ほ
ど
含
む
砂
牒
層

で
、
や
や
不
安
定
化
傾
向
を
示
す
o

v⑤
下
部
砂
楳
層
細
粒
分
を
二
五

%
程
度
含
み
、
堅
さ
を
示
す
数
値

最有-: E ②上部砂礁層

』一一一一一一一一---::"二二一一一一一一一一ー
@中部砂喋層

①盛土層

⑥基岩層

Aノ

⑥基岩層

よ

旧地山

⑤下部砂礎層

ボーリンゲ調査位置図

旧地山

C) 

C 

固

A 

A 
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12月6日(日)砂

今年の 8月末、ヒマう

やのII'/-ペンチン北峰!こ

初登頂レだ森岡郁雄さん

(菅田町出身)の講演会

丹、菅田公民館で開催さ

れましだ。地元出身者の

快挙とあって大勢の人n
詰め介け、登頂の様子や

苦労話l己熱心l己耳き傾け

でいまレ定。

‘12月22日伏)
年末恒例の大洲城の櫓 (やぐ

ら)のすす払いき大洲史談会の

皆さんn行いましだ。白壁や軒

下16丁寧12ザザで払われ、床や

土間16ぞうきんがけ。各櫓16、
一年の汚れきですっh''--/落とレ、

新年き迎えI~準備が整いまレだ。

12月10日休)砂

i5\~ さとへの帰省客室温h'(

迎え，ょうと、今年ち柳沢の 「木

林森(ひふみ)夢つうブJ h"柳沢

橋12ヲャンボ門松き作'--/まじだ。

12月2自体)砂

男女それぞれn、互いに協力レ

合う地域づくりさ進めようと「男

女共同参画社会づ('--/tミナー」

n開催され、ラヲオ大阪の今西令

子さんが記念講演を行いまレ定。‘12月4日(剣
人権の大切さき再認識レでちら

おうと、人権週間街頭啓発n行わ

れまレだ。桝田市長Lうが、買い物

客lこヂラうを手渡レ怠n~う、差別

の汚い明3い社会iこしましようと

呼びh'けましだ。

12月8日伏)砂
「手きっちぐ親の会つリスマス

会J n肱北公民館で開催されまじ

た。障害きちっ施設利用者ちど約

400人n招h'れ、歌ヤフ踊'--/き楽じ
あまUた。ヤt'/-勾ワロースh'Lう16、
dl楽じみのプレゼントn贈られま

lA三。‘12月13日(日)
大洲市連合青年団n国道56号大

洲道路 (オズメツセ21横)で内〉

トリー作戦 〈清掃奉仕〉き行いま

レた。この日ld、団員25名n参加、

約 2時聞の作業で、40袋のごみや t

空き缶n集ましjました。

‘12月6日(日)
大洲市唯一の劇団弐束

参文n市民会館で公演を

行いまレだ。 r巌流島」

と題レて、武蔵と小次郎

のやりとりげコミIlIレ12
演じられ、会場16笑いの

渦 iこ包まれてい~レだ。



2月号広報おおず '99

jj糠鷺創作業liat蹴嵐滋;械部:;隊法~~~~~1
の改訂今年は、農地の小作料を決めるときの目安となる「標準小作料」

年にあたります。

農業委員会では、貸し手・借り手の代表及び学識経験者で組織する「小

作料協議会」を設置して検討協議した結果、次のとおり小作料の標準額を

一部改訂しました。

今後は、この「標準小作料」を目安として、貸し手と借り手が十分協議

し、納得のいく小作料を決めてください。

なお、従来の契約小作料を変更したときは、所定の様式により農業委員

会に通知することになっています。

詳しくは、農業委員または農業委員会事務局へお問い合わせください。

合 @21 1 1 (内線 28 3 ) 

(平成11年 1月 1日改定:10アール当り)

農地の区分 小作料の標準額 備 考

生産量(水柿 500kg) 

田 上田 25，000円 園場整備完了、またはこれIZ:準じるところで、農業用
道水路等が整備された、大型農機具利用可能な農地

の 中田 15，000円
生産量(水稲 440kg) 

上回より規模等のやや劣るところで、小型農機具利用可能な農地

音日
下回 4，000円

生産量(水稲 360kg) 

上田・中田以外のところで、小型農機具利用可能な農地

生産量(夏作)かぼちゃ 1550kg(5a) +(冬作)はくさい 7，OOOk

上畑 26，000円
すいかl，750kg(5a) t-l '!t1'T)Ie> <.. e l，. 1 I，UUUKg 

1田 平坦地域の園場整備完了、またはこれ1;:準じるところで、農
業用道水路等が整備された大型農機具利用可能な農地

の 生産量(夏作)かぼちゃ+l，BOOKg(58) +(冬作)はくさい 6，900k
中畑 18，000円 すいか 1，700kg(5a) t-l'!t1'T)Ie><"e1，.1 bmUKg 

部
開発圃場整備完了、またはζれに準じる既存のもので、小型農機具利用可能芯農地

生産量(夏作)スイートコーン1，OOOkg+(冬作)小麦340kg
下畑 3，000円

上畑-中畑以外のところで、小型農機具利用可能芯農地

大洲市標準小作料

タ
l
内
大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ム
ヘ
ル
パ

l
訪
問
世
帯
へ
)

歌

唱

ク

ラ

ブ

代

表

者

鎌

田

文

俊

中

村

フ

ジ

チ

ェ

ー

ン

労

働

組

(

指

定

配

分

金

)

合

フ

ジ

グ

ラ

ン

大

洲

庖

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
・
市
社
協
年
末
慰
問
及
び
く
つ
下
・
菓
子
五
十

へ

)

新

谷

町

信

高

美

雄

四

点

(

八

多

喜

地

区

独

居

老

人

七

十

才

金

一
封
(
平
地
区
社
協
・
徳
寿
会
・
以
上
の
方
へ
)
東
大
洲
松
下
電
器

市

社

協

へ

)

徳

森

森

久

停

産

業

労

働

組

合

大

洲

支

部

金

一
封
(
平
野
地
区
社
協
・
市
社
協

へ

)

平

野

町

山

田

清

金

一
封

(
三
善
地
区
社
協
へ

)

春

賀

清

水

重

信

金

一
封
(
寄
付
金
を
市
内
福
祉
施
設

七

ケ

所

へ

)

若

宮

吉

岡

友

陸

(
物
品
の
口
座
)

年
末
プ
レ
ゼ
ン
ト
百
五
十
点
(
ホ
l

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

+
二
月
十
八
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一
封

中

村

中

野

正

光

金
一
封
(
帝
京
祭
の
募
金
)
新
谷

帝
京
第
五
高
等
学
校
衛
生
看
護
科

金

一
封
(
市
民
生
活
展
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ

ト

売

上

金

)

大

洲

大
洲
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

金

一
封
(
従
業
員
募
金
及
び
チ
ャ
リ
テ
ィ

大
会
の
収
益
金
)
若

宮

四

国

電

力

株
式
会
社
大
洲
営
業
所

・
大
洲
送
電

所
・
大
洲
電
力
区
従
業
員

一
同

金

一
封
(
寄
付
金
「
年
末
た
す
け
あ
い

募

金

」

)

若

宮

老

人

福

祉

セ

ン

十

一
月
二
十
五
日
i
十
二
月
十
八
日

累

計

額

五

八

八

万

三
、
二

一
七
円

内
指
定
配
分

三
四
九
万
七
、
八
四

一
円

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

10 

第
六
回
大
洲
市
民
大
学
を
開
催

講
師
は
渡
辺
え
り
子
さ
ん

2月27日

大
洲
市
教
育
委
員
会
で
は
、
財
団
法

人
桝
山
教
育
振
興
会
の
助
成
を
受
け
て
、

第
六
回
大
洲
市
民
大
学
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
は
、
女
優
の
渡
辺
え
り
子
さ
ん

を
迎
え
て
の
講
演
会
で
す
。
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【日
時】

二
月
二
十
七
日
目

開

場

十

三
時
三
十
分

開

会

十

四

時

図書館

二
月
新
刊
案
内

今
ど
き
O
L
の
ヒ
ソ
ヒ
ソ
話酒

井
冬
雪
著

オ

ウ

ム

と

私

林

郁

夫

著

日

銀

崩

壊

石

井

正

幸

著

こ
れ
は
凄
い
東
京
大
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

荒

俣

宏

他

箸

先
物
取
引
・
だ
ま
し
の
正
体

森
し
ゅ
う
子
著

消

え

た

中

国

の

秘

宝

伴

野

朗

著

サ

ッ

カ

ー

を

殺

す

な

加

部

究

著

本
が
死
ぬ
と
こ
ろ
暴
力
が
生
ま
れ
る

パ
リ
l
・
サ
ン
ダ
l
ス
著

贈
答
と
お
礼
の
手
紙
・
は
が
き

鶴
田
顕
三
著

初
め
て
の
ス
ペ
イ
ン
旅
行
会
話

福
鳥
教
隆
著

ク
ロ
ス
フ
ァ
イ
ア
上
下
宮
部
み
ゆ
き
著

【
場
所
】

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

【
講
師
}

渡
辺
え
り
子
さ
ん

【
演
題
】

「
歩
い
て
き
た
道
、
歩
い
て
ゆ
く
道

舞
台
に
恋
し
て
」

【
チ
ケ
ッ
ト
}

一
枚
千
円
(
教
育
委
員
会
及
び
市
内

の
各
公
民
館
で
販
売
し
て
い
ま
す
)

※
駐
車
場
は
、
市
民
会
館
、
大
洲
小
学

校
、
大
洲
南
中
学
校
を
ご
利
用
く
だ

支」い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
}

教
育
委
員
会
社
会
教
育
体
育
課

合

@
2
1
1
1
(
内
線
5
5
4
)

さ

れ

ど

道

な

か

ば

羽

太

雄

平

著

牡

牛

の

渓

西

村

寿

行

著

屍

鬼

上

・

下

小

野

不

由

美

著

女

の

落

日

舞

坂

あ

き

著

完

四

郎

広

目

手

控

高

橋

克

彦

著

女

優

筒

井

と

も

み

著

都

銀

暗

黒

回

廊

剣

崎

学

著

生

麦

事

件

吉

村

昭

著

天

の

鎖

浮

回

ふ

じ

子

著

沈

め

る

城

、

辻

井

喬

著

小

説

日

本

買

収

大

下

英

治

著

い
の
ち
ま
ん
だ
ら
灰
谷
健
次
郎
著

花

へ

ん

ろ

風

信

帖

早

坂

暁

箸

子
連
れ
パ
パ
連
れ
花
の
パ
リ星

野
知
子
著

匿
名
口
座
上
・
下

C
・
ラ
イ
ク
著

他
百
四
十
冊

二
月
生
渥
学
習
講
座

日
時

2
月
出
日
凶

(9
-
e
m
i
-
-
m山
)



広報ああず '99 2月号

|水liilー業|者| の| 
陳情|漏|水|当|番|

2月6日出備)星加水道設備

ft26-0020 

上甲建設(槻

会 24 -5 9 1 4 

2月7日(日)徳森設備

ft25-4023 

滝田 商庖

ft25-0901 

2月11日(木) t有) 丸 電工業

ft24-5351 

西田水道庖

ft26-0265 

2月13日出 備)三 原設備

合 24-3783

淳 山 水道工事 庖

合 24 -2 583 

2月14日(日) (有)いの水道設備

合 24-2216

伊予屋住設

ft24-2541 

2月20日目 (有)内田電気水道設備

まま 25-2858

岡福水道工事庖

ft24-3656 

2月21日(日) (有)オクダ設備

ft24-3674 

大塚鉄工所

ft25-0300 

2月27日出(有)神田鉄工所

ft24-4122 

神南設備

ft25-4684 

2月28日(日)城 戸 電 業 社

ft25-2944 

久保鉄工所

ft26-0537 

1 2月末 までの

大洲市内の交通事故

l聞末現在 |昨年同期

件 数 1 291 I 271 

負傷者 I367 I 367 

死者 3 I 3 

11 

大
洲
市
で
は
、
「
大
洲
市
空
庖
舗

対
策
補
助
金
交
付
規
程
」
に
よ
り
、

大
洲
市
の
主
要
商
庖
街
の
空
庖
舗
を

有
効
に
活
用
し
、
市
内
商
庖
街
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
市
内
の
主
要
商
庖

街
の
空
庖
舗
を
利
用
し
て
商
業
(
小

売
業
等
)
を
営
む
場
合
、
家
賃
の
二

分
の

一
を
一
年
間
、
ま
た
は
、
庖
舗

改
装
に
か
か
る
費
用
の

二
分
の
一
を

補
助
金
と
し
て
交
付
す
る
も
の
で
、

限
度
額
は
い
ず
れ
も
百
二
十
万
円
で

す
。
(
家
賃
か
庖
舗
改
装
費
か
ど
ち

ら
か
一
方
の
み
の
補
助
に
な
り
ま
す
)

商
庖
街
活
性
化
を
担
っ
て
い
た
だ

け
る
熱
意
の
あ
る
人
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
空
庖
舗
の
所
有
者
の
人
も

お
気
軽
に
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

8
@
2
1
1
1
(内
線
2
2
3
)

商

居

街

で

商
売
を

は
じ
め
ま
せ
ん
か

県
営
住
宅
の
補
欠
入
居
者
重

一

愛
媛
県
で
は
、
県
営
大
洲
東
団
地
に

空
室
が
生
じ
た
と
き
入
居
で
き
る
補
欠

入
居
者
の
募
集
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

【
受
付
対
象
建
物
概
要
】

中
層
耐
火
三
階
建
・

3
D
K
/
ご
戸

の
面
積
H
七
十
九

・
五
六
平
方
メ
ー

ト
ル

※
家
賃
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
受
付
期
間
】

二
月
八
日
聞
か
ら
二
月
十
五
日
間

八
時
三
十
分
か
ら
十
七
時
ま
で

【
抽
選
日
及
び
抽
選
会
場
】

三
月
三
日
嗣

大
洲
少
年
少
女
合
唱
団
発
表
会

一

大
洲
少
年
少
女
合
唱
団
の
発
表
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

【日
時
】
一一
月
二
十
七
日
出

十
四
時
か
ら

{場
所
}
国
立
大
洲
青
年
の
家

【
曲
目
】
と
な
り
の
ト
ト
ロ
、

気
球
に

の
っ
て
ど
こ
ま
で
も
、
美
し

い
季
節
ほ
か

大
洲
市
田
口
甲
四
二
五
一

愛
媛
県
大
洲
総
合
庁
舎
三
階
会
議
室

【申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
総
合
庁
舎
一
階

八
幡
浜
地
方
局
大
洲
土
木
事
務
所

建
築
指
導
係
包
@
5
1
2
1

(
内
線
3
2
0
)

園
川
劃
帝
国
川
別
刷
司
劇
血

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
、
短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
な
ど
へ
の
入
学
費
用

ゃ
、
在
学
中
の
授
業
料
な
ど
の
費
用
を

融
資
す
る

「国
の
教
育
ロ
1
ン
」
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

{
融
資
額
】

学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き

二
百
万
円
限
度

【利
率
】
年
二

・
三
%
(
固
定
金
利
/

平
成
十
年
十
一
月
十
日
現
在
)

【
返
済
期
間
}
八
年
以
内

{措
置
期
間
】
在
学
期
間
以
内
で
元
金

据
え
置
き
可
。

【保
証
}
側
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金

ま
た
は
保
証
人
(
一
名
以
上
)

※
六
カ
月
間
以
上
の
海
外
留
学
資
金
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

国
民
金
融
公
庫
松
山
支
庖
教
育
ロ
ー

ン
係
念

0
8
9
・
9
4
1
・
6
1
4
8

雇
用
促
進
住
宅
の
入
居
者
募
集

一

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
愛
媛
県
下

に
六
カ
所
六
百
四
十
戸
の
一
雇
用
促
進
住

宅
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
雇
用
促
進
住

宅
は
ハ
ロ

1
ワ
1
ク
(
公
共
職
業
安
定

所
)
の
紹
介
に
よ
り
就
職
し
、
ご
家
族

一
緒
に
住
宅
を
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
一

喜
多
医
師
会
で
は
、
す
べ
て
の
医
療

機
関
が
協
力
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
を
守
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

適
切
な
医
療
を
受
け
る
た
め
に
は
、

い
つ
で
も
、
何
で
も
相
談
で
き
る
信
頼

の
お
け
る
医
者

「か
か
り
つ
け
医
」
を

持
つ
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

こ
の

「
か
か
り
つ
け
医
」
は
、
病
気
の
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
健
康
管
理
、
予

防
接
種
、
往
診
、
家
庭
看
護
、
介
護
な

ど
健
康
に
関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
し
、

必
要
に
応
じ
て
専
門
医
や
病
院
へ
の
紹

介
も
し
ま
す
。
喜
多
医
師
会
で
は
、
事

務
局
に
『
か
か
り
つ
け
医
相
談
窓
口
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
「
か
か
り

つ
け
医
」
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

佃
喜
多
医
師
会
公
@
3
0
9
0

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内
一

V
草
木
染
め
展

2
月
お
日
ω
1
2
月
出
日
間

〔
展
示
の
お
知
ら
せ
〕

大
洲
赤
煉
瓦
館
別
館
二
階
で
は
、
定
期

的
に
展
示
を
行

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
趣
味
な
ど
、
日
ご
ろ
の
成
果
の
発
表

の
場
と
し
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

(
た
だ
し
、
使
用
料
が
必
要
)

※
営
業
時
間
叩
時
j
口
時

最
終
日
は
日
時
ま
で
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
8
@
1
2
8
1

な
い
人
の
た
め
に
、
他
に
適
当
な
住
宅

が
見
つ
か
る
ま
で
の
問
、

一
時
的
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

入
居
で
き
る
人
は
、
次
の
い
ず
れ
の

条
件
に
も
該
当
す
る
人
で
す
。

-
一雇用
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

・
毎
月
の
月
収
額
が
家
賃
等
の
四
倍
以

上
あ
る
こ
と

-
同
居
す
る
家
族
が
あ
る
こ
と

-
確
実
な
連
帯
保
証
人
(
原
則
と
し
て

勤
務
先
の
事
業
主
)
が
あ
る
こ
と

-
住
宅
に
困

っ
て
い
る
こ
と

※
大
洲
市
内
に
は
、
五
郎
慶
雲
寺
に
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ハ
ロ

i
ワ
l
ク

大
洲
ま
で
。

会
@

3
1
9
1



相
談
ご
と
案
内

'99 

2月23日ω

広報おおず

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
}

(
愛
媛
県
)

日
時

2
月
8
日

間

叩

時
1
日
時

場
所
市
役
所
五
階
会
議
室

日
時

2
月
辺
日
間

四
時
1
日
時

場
所
市
役
所
五
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時

2
月
日
日
開

叩
時
1
日
時

場

所

八

多
喜
公
民
館

日
時

2
月
四
日
幽

叩
時
j
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

o
一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

O
法
律
相
談
毎
週
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談

包
@
5
6
2
9
(
直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

叩

時

j

u
時
、
日
時
1

M
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

{
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

保健センターだより

平成10年9月生※

平成 9年7月生

平成 8年 1月生

合 24-3775

.乳幼児健康診査.

2月2日ω
2月16日ω

【
行
政
相
談
】
(
総
務
庁
)

日
時

2
月
日
日
幽

9
時
j

u
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

急
ぐ
と
き
に
は
念
@
5
6
6
0
(
政

所
)
ま
た
は
含
@
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
}

日
時

2
月
5
日
樹
、
日
日
同

日
時
1
日山時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
同
和
問
題
に
関
す
る
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館

8
@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
8
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
}

日
時

2
月
日
日
開

9
時
j

M
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

岡
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
三

O
l
九
包
@
4
4
5
2

【
車
問
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

8
@
戸
pup“時

【
ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
】

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す
。

日

時

毎

日
8
時
加
分
i
U
時

8
@
山
μ
内心

国
立
大
洲
青
年
の
家

担
当

13 : 00~ 13 : 30 

大洲市保健センター

母子手帳 ・アンケー ト

2月9日附

パスタオル(※のみ)

平成10年 4月生

9 : 30~ 10 : 00 

.乳幼児育児相談.

受付時間

実施場所

持参品

受付時間

大洲市保健センター実施場所

12 

|休|日|急|患|診療|
2月7日(日)村上医院(常磐町)

ft24-2346 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

久保医院(新谷)

ft25-0158 

大洲中央病院(東対川)

ft24-4551 

2月14日(日)肱川医院(菅田)

まま 25 -2 9 1 5 

大洲中央病院(東大洲)

合 24 -4 5 5 1 

三瀬医院(八多喜)

ft26-0003 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

2月28日(日) 城戸眼医院(末広町)

包 24 -3 008 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

2月11日(村

保

健

所

各

種

相

談

各
種
医
療
・
保
健
・
福
祉
相
談
に
応

じ
ま
す
。

V
難
病
医
療
相
談

日
時
毎
月
第
3
火
曜
日

日
時
j
日
時

V
精
神
保
健
福
祉
相
談

日
時
毎
月
第
3
金
曜
日

目
時
1
日
待

V
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

日
時
毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

日
時
j
ロ
時

V
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談

日
時

2
月
げ
日
刷

日
時
j
日
時

就
学
前
の
幼
児

(4
1
6
歳
)

対
象

母子手帳・パスタオル

10:00~ 12 :00 、 13 : 00~ 15 ・ 。。

大洲市保健センター

健康手帳 (予約制)

.健康相談・栄養相談.

2月22日(月)

実施場所

持参品

持参品

2月21日(日)

歯
科
検
診
、
は
み
が
き
指
導
、

フ
ツ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
、

栄

養
相
談

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

大
洲
保
健
所

含
@
3
1
6
5

内
nヤ

廿献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

2
月
4
日
同

市
立
大
洲
病
院
叩
時
j

u
時

加
戸
病

院

日

時

加

分

i
H
時
叩
分

西

田

興

産

四

時

j
m
時
加
分

実
施
日

2
月
四
日
同

大
洲
市
役
所
日
時
l
m
時
加
分

山火事にご注意 f

[平日夜間の急患]

月・火曜日 市立大洲病院(西大洲)

合 24-2151

加戸病院 (若宮)

ft24-5101 

大洲中央病院(東大掛1)

ft24-4551 

日

木~日曜日

曜水

{
編
集
後
記
】

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
今
年
は
卯
年。

十
二
支
の
四
番
目
の
う
さ
ぎ
年
で
す
。

う
さ
ぎ
は
身
近
な
動
物
の
わ
り
に
、
親

し
ま
れ
て
い
る
こ
と
わ
ざ
は
少
な
い
よ

う
さ
さ
ぴ
ょ
う
ほ
う

う
で
す
。
「
兎
兵
法
」
は
生
兵
法
の
こ

と
で
、
役
に
立
た
な
い
こ
と
。
「
兎
に

き
い
も
ん

祭
文
」
は
「
馬
の
耳
に
念
仏
」
と
同
じ

意
味
で
、

言
っ
て
も
無
駄
な
こ
と
。
「
兎

の
登
り
坂
」
は
、
最
も
得
意
と
す
る
場

所
で
力
を
発
揮
す
る
こ
と
。
あ
ま
り
聞

い
た
こ
と
が
な
い
の
は
、
私
だ
け
で
し
ょ

う
か
:
・
。
兎
に
角
、
今
年
も
取
材
に
跳

び
は
ね
る

一
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

さ
て
、
今
年
の
表
紙
は
、
環
境
を
考

え
る
シ
リ
ー
ズ
と
題
し
て
、
身
近
な
ご

み
問
題
や
環
境
保
護
な
ど
へ
の
取
り
組

み
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
環

境
に
や
さ
し
い
こ
と
、
そ
し
て
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
を

一
緒
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
、
つ
。

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
、
指
定
の
ご
み
袋

で
出
し
て
ま
す
か
っ
・
も
ち
ろ
ん
、
六
種

分
別
し
て
ま
す
よ
ね
。
空
き
缶
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
は
、
分
別
し
て
あ

っ
て

も
、
汚
れ
て
い
る
と
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

な
い
と
の
こ
と
。
ひ
と
す
す
ぎ
す
る
の

を

忘

れ

ず

に

/

(

う

)
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